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市政懇談会参加者数�
日　程�
5月7日��
5月7日��
5月7日��
5月10日��
5月10日��
5月10日��
5月11日��
5月11日��
5月11日��
5月12日��
5月12日��
5月12日��
5月13日��
5月13日��
5月14日��
5月14日��
5月17日��
5月17日��

会　　場�
羽場公民館�
上久堅公民館�
龍江公民館�
橋北公民館�
千代公民館�
三穂公民館�
東野公民館�
竜丘公民館�
上郷公民館�
丸山公民館�
下久堅公民館�
伊賀良公民館�
麻績の館(座光寺)�
鼎文化センター�
りんご庁舎(橋南)�
松尾公民館�
川路公民館�
山本公民館�
18地区合計�

　参加者�
98人�
69人�
54人�
73人�
59人�
35人�
51人�
152人�
147人�
120人�
78人�
112人�
82人�
140人�
61人�
98人�
46人�
82人�

1,557人�

　
市
政
懇
談
会
に
は
、
大
勢
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
熱
心
に
懇
談
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
８
月
１２
日
に
「
飯
田
市
・

喬
木
村
・
上
村
・
南
信
濃
村
任

意
合
併
協
議
会
」
を
設
置
。
協

議
会
を
９
回
開
催
し
、
合
併
し

た
場
合
の
新
し
い
市
の
姿
や
行
政

水
準
な
ど
に
つ
い
て
研
究
・
協
議

し
て
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
住
民
の
代
表
５０
人
の

皆
さ
ん
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
市

民
会
議
」
を
設
置
し
、
新
し
い

市
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ら
の
協
議
が
ひ
と
と
お
り

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
報
告
し
、
ご
意
見
を

伺
う
た
め
、
今
回
の
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。�

　
懇
談
会
で
は
、
任
意
合
併
協

議
会
が
作
成
し
全
戸
に
お
配
り

し
た
説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

も
と
に
、
合
併
の
必
要
性
や
そ

の
背
景
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
期
待
で
き
る
こ
と
、
ま
ち

づ
く
り
市
民
会
議
の
中
間
答
申
、

主
な
合
併
協
議
結
果
な
ど
に
つ

い
て
ご
説
明
し
、
ご
質
問
や
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
合
併
に
つ
い
て
の
今
後
の
進

め
方
は
、
こ
の
懇
談
会
を
は
じ

め
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
、

大
方
の
ご
理
解
が
い
た
だ
け
る

も
の
と
判
断
で
き
ま
し
た
ら
、

市
議
会
と
も
よ
く
ご
相
談
し
な

が
ら
、
正
式
な
法
律
に
基
づ
く

協
議
会
に
移
行
し
、
合
併
に
向

け
た
話
し
合
い
を
煮
詰
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�
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市政懇談会�

方
針
は
一
郡
一
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に�

１
市
３
村
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、�

一
郡
一
市
へ
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一
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新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
チ
ャ
ン
ス
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懇
談
会
で
の�

　
　
市
長
あ
い
さ
つ�

〒395-8501�
飯田市大久保町2534�
飯田市役所　合併対策室�
1（22）4511　内線3211�
ＦＡＸ（53）4511�
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連　絡　先�
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合
併
つ
い
て
は
、「
飯
田
・
下

伊
那
は
一
つ
が
理
想
」
と
考
え
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
社

会
経
済
活
動
の
つ
な
が
り
を
考
え

ま
す
と
、
自
分
の
所
さ
え
良
け
れ

ば
よ
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
、
県
も
含

め
て
、
い
か
に
地
方
行
政
の
体
制

を
簡
素
な
も
の
に
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
か
と
い
う
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
も
一
郡
一
市
が
よ
り
よ
い
選

択
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
後
の
自
治
体
経
営
を

考
え
た
と
き
、
合
併
す
る
な
ら
、

そ
れ
を
次
の
時
代
の
地
域
づ
く
り

に
活
か
す
べ
き
で
あ
る
と
も
考
え

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
考
え
方
に
対
し
、
喬
木
村
、

上
村
、
南
信
濃
村
よ
り
、
合
併
協

議
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

理
念
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
い
た

上
で
の
申
し
入
れ
で
あ
る
と
受
け

止
め
ま
し
た
。�

���

　
一
郡
一
市
を
理
想
と
し
な
が
ら

も
、
ま
ず
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

国
の
手
厚
い
特
例
措
置
を
有
効
に

活
か
し
て
の
合
併
協
議
は
、
１
市

３
村
の
枠
組
み
で
始
め
る
こ
と
と

し
、
昨
年
８
月
以
降
、
９
回
に
わ

た
る
任
意
合
併
協
議
会
で
、
合
併

し
た
場
合
の
市
の
姿
や
行
政
水
準

等
に
つ
い
て
研
究
、
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。�

���

　
合
併
を
す
る
場
合
の
基
本
的
な

考
え
方
は
、�

①
飯
田
市
へ
の
編
入
合
併�

②
新
市
の
名
称
は
飯
田
市�

③
合
併
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
負

　
担
の
水
準
は
飯
田
市
を
基
本
と�

　
す
る
。�

と
い
う
こ
と
で
、
協
議
の
結
果
は
、

お
お
む
ね
そ
の
と
お
り
に
な
り
ま

し
た
。
従
っ
て
市
民
生
活
へ
の
影

響
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
と
判
断

し
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
編
入
合
併
と
い
う
こ
と

で
、
役
場
が
支
所
と
な
る
３
村
の

皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
に
も
、

で
き
る
限
り
配
慮
し
た
協
議
結
果

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

���

　
飯
田
市
と
３
村
は
お
互
い
に
地

続
き
で
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
の

沿
線
と
い
う
共
通
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
合
併
に
よ
り
三
遠
南
信
の

広
域
連
携
に
道
筋
を
開
く
、
夢
の

あ
る
地
域
づ
く
り
、
産
業
づ
く
り

が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。�

　
ま
た
、
大
き
く
ま
と
ま
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
力
と
、
地
域

自
治
組
織
に
よ
る
き
め
細
か
な
取

り
組
み
の
両
方
を
活
か
し
な
が
ら
、

誰
も
が
、
ど
こ
に
い
て
も
、
安
心

し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

　全戸にお配りした左の冊子をご覧いただき、感想・意見な
どを右の連絡先までお寄せください。�
　電話、ＦＡＸ、Ｅメール、郵送など、様式は自由です。�
　また、より多くの市民の皆さんにご説
明し、ご意見をお伺いしたいため、地区
や団体での説明の機会を設けていただけ
れば、いつでもお伺いします。お気軽に
ご連絡ください。�
　市政懇談会でのご質問やご意見、会場
アンケートの結果については、現在取り
まとめ中ですので、次号以降でご紹介し
ます。�
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　4月24日、緑化木の頒布、シイタケ、ナメコの菌打ちなどさま

ざまな催しが行われました。「すしの50人巻き」では、子どもも

大人も一緒になって真剣に巻いている姿が印象的でした。�

　空の青と木々の緑がまぶしい野底山でした。�

　4月29日～5月2日、5月2日～5日、

3泊4日で2回に分けて行いました。全

国から101人（内リピーターが61人）の

参加者が、繁忙期の農家をお手伝い。�

　参加した動機を尋ねると「将来は農

業で生活してみたい」、「体験ではなく

本格的な農業を飯田で学びたいんで

す」といきいきと話す参加者の姿が印

象的でした。�

　4月30日、千代出身の長谷川善和先生（横浜国立

大学名誉教授）の標本と美博の標本など約120点を展

示した標本室を開設しました。他校の子どもたちの利用

や、一般の方への公開も行います。�

ゴールデンウイークは農業で�
ワーキングホリデー�

追手町小学校化石標本室開設�

生命の歴史や進化を体験�
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　4月24日から3日間にわたって、「手

づくりのおむすびを持って家族で歩こう」

をテーマに開催され、全国各地から約3

千500人が参加しました。当日は好天

に恵まれ、実際に市内各地域を歩いて

みて、改めて自然の豊かさや生活の鼓

動を感じることができました。お昼になる

と、かざこし子どもの森公園など市内の

あちこちで、おむすびをほおばる市民の

姿が見られました。�

　4月23日、地元関係者ほか列席のもと行いました。

川路地区の下水道事業は、計画面積130ha、計画人

口2,240人。平成13年度からこの浄化センターの建

設に着手し、今年4月より供用を開始しました。�

森の緑に包まれて�
川路浄化センター通水式�

皆水洗化に向けて�

野底山森林公園まつり�

第18回飯田やまびこマーチ�

豊かな自然を再発見�
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■問合せ　保健課　保健指導係　内線5514

　
今
回
は
、
前
回
の
続
き
で
、

前
兆
が
な
い
「
く
も
膜
下
出

血
」
の
対
処
法
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。�

　
最
近
は
、
自
ら
受
診
す
る
脳

ド
ッ
ク
で
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
り
、
危
険
な
く
破

裂
す
る
前
に
瘤
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
瘤
が
発
見

さ
れ
た
場
合
の
対
処
法
は
、
薬

で
血
圧
を
管
理
し
な
が
ら
経

過
を
見
る
保
存
的
方
法
と
手

術
を
す
る
外
科
的
方
法
が
あ

り
ま
す
。�

　
保
存
的
方
法
を
選
ん
だ
場

合
の
破
裂
率
は
年
間
１
％
弱

で
、
４０
歳
代
で
発
見
さ
れ
る
と

平
均
寿
命
ま
で
に
約
３
割
の

方
が
破
裂
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
外
科
的
方
法
に
は
頭

を
開
け
て
、
瘤
を
直
接
潰
す
ク

リ
ッ
ピ
ン
グ
術
と
カ
テ
ー
テ

ル
を
使
っ
た
血
管
内
手
術
の

２
つ
が
あ
り
、
手
術
１
回
の
危

険
性
は
ど
ち
ら
も
数
％
程
度

で
す
。
外
科
的
治
療
と
保
存
的

治
療
の
ど
ち
ら
を
選
択
し
て

も
利
点
欠
点
が
あ
り
、
瘤
が
発

見
さ
れ
て
か
ら
悩
ま
れ
る
方

が
多
く
い
ま
す
。
治
療
を
勧
め

る
目
安
と
し
て
、
瘤
の
大
き
さ

が
５
㎜
以
上
で
７０
歳
以
下
の
健

康
な
方
と
い
う
学
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
病
気
は
個
人
差
が
あ
り
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
見
つ
け

て
く
れ
た
医
師
の
説
明
だ
け

が
判
断
の
基
準
に
な
り
が
ち

で
す
。
脳
外
科
医
は
重
症
で
手

術
で
き
な
い
「
く
も
膜
下
出

血
」
の
患
者
さ
ん
を
多
く
経
験

し
て
お
り
、
瘤
が
あ
る
方
に
手

術
し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
は

な
か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
状
況
に
対
し
て
、
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
い
う
考

え
方
が
最
近
広
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
一
人
の
医
師
の
意
見
だ

け
で
な
く
、
他
の
病
院
や
か
か

り
つ
け
医
師
な
ど
複
数
の
医

師
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
病

気
や
そ
の
治
療
法
を
し
っ
か

り
と
理
解
す
る
事
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
日
本
脳
神
経
外
科

学
会
な
ど
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
一
般
の
方
に
治
療
法
や

専
門
医
に
つ
い
て
の
情
報
を

公
開
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情

報
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
他

の
病
院
に
か
か
り
た
い
と
い

う
と
先
生
に
悪
い
か
ら
と
思

わ
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
む
し

ろ
積
極
的
に
情
報
を
得
て
い

た
だ
き
、
納
得
し
て
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

市立病院　救急センター�
副センター長（脳神経外科）�
小林　澄雄  医師�

く
も
膜
下
出
血
（
そ
の
２
）�

健康いいだ21の取り組みから�

「ずくバンド」で健康運動�
�
�
　年をとっても自立した生活を送るためには、あ
る程度の筋力が必要です。しかし通常、加齢と
共に筋力がどんどん落ちてしまいます。�
　市では、名古屋市立大学の協力を得て、ゴム
バンドを使った筋力アップ運動を推進しています。
難しいことではありません。手や足、椅子などに
引っかけて、自分の力で引っ張るだけです。また、
小さくたたんで持ち運ぶことができ、いつでも、
どこでも運動できます。�
　保健課ではこれを「ずくバンド」と呼んでいます。�
　昨年、丸山、竜丘地区の60～ 75歳の方を対

象に6カ月間行った教室では、ほとんどの方に筋
力増加の効果が認められました。もちろん、個
人の筋力に合わせてゴムの強さを選ぶことができ
るため、年齢を問わずできる運動です。。�
　今年度は4地区で教室を開催します。また、徐々
に全地区へ広げていく予定です。�

これが「ずくバンド」です�
とっても簡単！�
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　ぼくの将来の夢は保育士です。�

　理由はいくつかあって、ぼくは小さい子

が好きだからと言うことと、小さい子の面

どうを見るのが好きで、小さい子と遊ぶの

も好きだから保育士になりたいと思いま

した。�

　それにぼくはピアノをやっていて、6年

生になった今も練習をしています。�

　保育士にはピアノは大事だと思うから、

がんばって練習して、保育士になったとき

にいかして、いい保育士になりたいです。�

小さい子が�
大好きです�

これがスタート�

　先月開催された「第12回環境
自治体会議いいだ会議」は、千
名近い皆さんのご参加をいただ
き、大きな成果を上げることが出来
ました。ご協力いただいた市民の
皆さんを始め、実行委員や市の関
係の方々に、心より御礼申し上げ
ます。自治体会議の皆様にも、
会議の成果と共に、飯田の素晴
らしさを感じていただけたことと思
います。�
　今回のいいだ会議はこれまでの
行政主体の会議とは異なり、市民
主体の実行委員会を立ち上げ準
備をしてまいりました。民間・行政
が一体になって環境というひとつ
の目的に取り組んでこられたことは�

大きな収穫であったと思います。
環境問題は立場は違っても、地
球上に住む誰もがかかわりをもつ
共通の課題であるからです。�
　スローガンには「人も自然も美し
く　めざそう脱温暖化　地域内循
環社会をみんなの手で」と飯田市
の掲げる環境文化都市の理念も
盛り込みました。今回の会議はこ

れに向けての第一歩であって、こ
れで終わってはならないわけで
す。この会議に向けて、行ってき
た市民活動も継続し、「人も自然も
美しく、輝くまち飯田」を実現して
行こうではありませんか。�
　この地球は「未来からの預かり
もの」であるという認識で、一人ひ
とりが行動を起こし、飯田から更に
日本全国に、そして世界に広げて
行きましょう。�

　松島信雄 さん�

今がんばっていること�

　上の子どもが幼稚園に入園した9年前
から、市内の児童養護施設で保育士とし
て働いています。�
　不規則な勤務なので、家族の協力なく
しては、つとまりません。現在下の子が４歳
になってだいぶ聞き分けがよくなり、夜勤で
いない時は、寂しくて夜泣きすることも減り
ました。�

　仕事が遅いときは、姉が保育園へ迎えに行ってくれたり、近くに
住む義母に食事を頼んだりと協力してもらっています。時には、家
事も主人がやらざるを得ないのでお願いしています。�
　仕事と育児の両立は、なかなか大変ですが、健康に留意しがん
ばりたいです。�

柳瀬　陽子 さん（橋北）�

毎月市民の皆さんに、�
1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言�

４つの項目の中から選んで語っていただき、次の方
にバトンタッチする「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

先月の田中　桂 さん（上郷）から�

ふかだ　　なおき�

深田直輝 さん�
（浜井場小６年）�

やなせ　　　　ようこ�

まつしま　　のぶお�第12回環境自治体会議いいだ会議�
実行委員長�
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6月の納税�

税目�

納期�

市県民税（1期）�
国民健康保険税(6月分)

6月30日(水)

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を�

お
届
け
し
ま
す�

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら�

樹
木
を
守
り
ま
し
ょ
う�

休
日
夜
間
急
患
診
療
所�

夜
間
院
内
投
薬
開
始�

　
平
成
１６
年
度
分
の
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
次
の
よ
う
に

お
届
け
し
ま
す
。�

▼
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く

　
場
合
�

○
６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
�

○
年
税
額
を
、６
月
、８
月
、１０
月
、

　
平
成
１７
年
１
月
の
４
回
で
納

　
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
�

▼
勤
務
先
の
給
与
か
ら
差
し
引

　
い
て
納
め
て
い
た
だ
く
場
合
�

○
５
月
中
旬
に
勤
務
先
に
郵
送

　
し
ま
し
た
�

○
年
税
額
を
、
６
月
か
ら
平
成

　
１７
年
５
月
ま
で
の
１２
回
に
分

　
け
て
、
勤
務
先
に
て
毎
月
の

　
給
与
か
ら
引
き
去
り
、
納
付

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
�

※
年
税
額
が
４
、
０
０
０
円
以

　
下
の
場
合
は
、
一
括
納
付
に

　
な
り
ま
す
。�

▼
税
額
の
計
算
方
法
�

　
税
額
は
、
所
得
割
額
と
均
等

　
割
額
の
合
計
で
す
。�

○
所
得
割
額
　
平
成
１５
年
中
の

　
所
得
に
基
づ
い
て
算
出
�

○
均
等
割
額
　
�

　
年
４
、
０
０
０
円
（
市
３
、

　
０
０
０
・
県
１
、
０
０
０
）�

※
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
市
民

　
税
の
均
等
割
額
が
改
正
さ
れ

　
ま
し
た
。（
旧
２
、
５
０
０
円
）�

※
詳
細
は
、
納
税
通
知
書
の
裏

　
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
定
率
控
除
�

　
所
得
割
額
の
１５
％
を
定
率
控

　
除
額
と
し
て
控
除
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、市
・
県
民
税
合
わ
せ

　
て
４
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
税
務
課
市
民
税
係

　
内
線
５
１
６
２
�

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、

年
２
回
（
６
月
と
８
月
）
発
生

し
、
桜
や
ク
ル
ミ
、
桑
な
ど
を

好
ん
で
食
べ
、
被
害
を
及
ぼ
し

ま
す
。
樹
木
が
被
害
に
あ
っ
た

場
合
は
、
所
有
者
が
責
任
を
も

っ
て
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
幼
虫
は
糸
を
吐
い
て
巣
を
作

り
、
１２
日
間
く
ら
い
群
集
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
と
き
に
処
分

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
し

も
虫
が
分
散
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
農
薬
に
よ
り
防
除
し
ま

す
。�

▼
巣
の
見
つ
け
方
　
葉
脈
だ
け

　
残
す
の
で
、
そ
の
葉
だ
け
透

　
け
て
見
え
ま
す
。�

▼
巣
の
処
分
方
法
　
巣
ご
と
枝

　
を
切
り
取
り
、
焼
く
か
踏
み

　
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
農
薬
防
除�

○
虫
が
分
散
し
た
時
は
、
そ
れ

　
ぞ
れ
の
作
物
に
登
録
の
あ
る

　
農
薬
で
防
除
し
ま
す�

○
Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
７５
％
乳
剤
を
使
用

　
で
き
る
場
合
は
、
千
〜
千
五

　
百
倍
液
を
、
直
接
虫
に
か
け

　
る
よ
う
に
散
布
し
ま
す
（
こ

　
の
農
薬
は
残
効
性
が
な
く
、

　
予
防
散
布
に
は
向
き
ま
せ
ん
）�

※
農
薬
は
印
鑑
を
持
参
し
、
農

　
協
や
農
薬
販
売
店
な
ど
で
購

　
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
農
薬
防
除
の
留
意
事
項�

○
農
薬
は
、
濃
度
、
使
用
量
、

　
回
数
や
散
布
時
期
な
ど
、
ラ

　
ベ
ル
を
よ
く
読
ん
で
使
用
し

　
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
残
液

　
の
出
な
い
よ
う
調
剤
す
る
こ

　
と
が
重
要
で
す�

○
残
液
が
出
て
し
ま
っ
た
時
は
、

　
散
布
む
ら
の
調
整
な
ど
で
使

　
い
切
り
、
河
川
な
ど
へ
は
絶

　
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い�

○
気
象
条
件
に
注
意
し
、
周
辺

　
の
農
作
物
や
居
住
地
へ
飛
散

　
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　
さ
い�

▼
防
除
車
の
貸
出�

　
共
同
防
除
を
行
う
場
合
、
防

　
除
車
を
貸
し
出
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
農
政
課
　
生
産
振

　
興
係
　
内
線
３
５
１
９�

　
市
は
、
飯
伊
地
区
包
括
医
療

協
議
会
に
委
託
し
て
、
休
日
夜

間
急
患
診
療
所
で
、
急
病
患
者

の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

▼
夜
間
の
投
薬
開
始�

　
５
月
１０
日
b
か
ら
、
夜
間
に

　
限
っ
て
調
剤
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
飯
田
下
伊
那
薬
剤

　
師
会
の
協
力
を
得
て
、
夜
間

　
の
急
病
患
者
の
た
め
に
行
う

　
も
の
で
す
。�

▼
休
日
・
祝
日
昼
間
の
投
薬�

　
従
来
ど
お
り
院
外
処
方
箋
と

　
し
ま
す
。�

※
こ
れ
ま
で
、
休
日
・
祝
日
の

　
昼
間
に
つ
い
て
は
、
知
久
町

　
４
丁
目
の
飯
田
下
伊
那
薬
剤

　
師
会
の
会
営
薬
局
で
の
調
剤

　
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
５

　
月
１６
日
a
か
ら
は
、
飯
伊
地

　
域
の
薬
局
の
当
番
制
（
３
か

　
ら
４
カ
所
）
で
調
剤
が
行
わ

　
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課�

　
内
線
５
５
１
１�
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　バスに乗って、市の施設や市が行っている取組、地域興しに
取り組む市民の活動を、市民の皆さんにご案内する「乗り合い
市政ガイド２００４」を開催します。�
　今回は取り組んでいる市民の方の話をまじえて、市が力を入
れているグリーンツーリズムの推進を中心に、ご案内します。�

●集合日時　6月30日�　午前8時50分�
●集合場所　 りんご並木�
　　　　　　（動物園の道を挟んだ前）�
●持ち物　　 飲み物、筆記用具�
　　　　　　 昼食代1,800円程度�
　　　　　　（「どぶろく」試飲代含む）�

注）千代“ごんべえ邑”において「どぶろく」の
　　試飲を行ないます。�
　　自家用車の使用にご注意ください。　�

日程�
　9:00～ 9:20……風力・太陽光発電機　見学�
　9:35～10:20……飯田市歴史研究所　視察�
10:40～11:30……環境産業公園　視察�
　　　　　11:50……千代“ごんべえ邑”着�
11:50～12:40……昼食�
12:40～14:15�
　　・市のグリーンツーリズムの取組を紹介したビデオを放映
　　・体験教育旅行などを受け入れている地元の方の話�
15:00頃……………市役所帰着・解散�

●定　　員　20人（申し込み順）�
●申込期間　6月8日�～18日��
　　　　　　土日を除く　8:30～17:15�
●申込方法　参加ご希望の方は、電話でお申し込み
　　　　　　ください。�

申込・問合せ� 秘書広報課�
1（22）4511�
内線2124

■問合せ　秘書広報課　内線21256月1日から�

　市では、広報いいだを、嘱託員を通じて配布していますが、支所、りんご

庁舎、市立病院、高松分院、図書館、かわらんべ、子どもの森公園、地場産

業センター、さんとぴあにも置いています。�

　今回、より多くの方に読んでいただくため、市内のコンビニエンススト

アに協力を求め、サークルK全店（市内）、ローソンの合計12店舗で、こ

の6月1日�から、広報いいだを店頭に置いていただけることになりました。�

　24時間いつでも、広報いいだを読んでいただくことができます。皆さ

んどうぞお持ちください。�

サークルＫ飯田インター店�
サークルＫ東かなえ店�
サークルＫ飯田北方店�
サークルＫ飯田名古熊店�
サークルＫ飯田丸山店�
サークルＫ飯田松尾店�

置いていただけるコンビニエンスストアは・・・�

サークルＫ天竜峡店�
サークルＫ上郷別府店�
サークルＫ上郷中央店�
サークルＫ飯田桐林店�
サークルＫ飯田上郷黒田店�

ローソン�
飯田中央通り4丁目店�

サークルＫ� ローソン�

申込方法�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

新品種への計画的な転換のた
めの苗木導入費用への補助�

干ばつ対策による経営安定の
ための点滴かん水施設の資材
購入費用への補助�

病害虫発生抑制のための簡易
な雨よけハウスの設置費用へ
の補助�

新植による計画栽培のための
苗木導入費用への補助�

家畜ふん尿の適正な処理・管理・
利用を目的とした簡易な施設
の新設・修繕費用への補助�

イノシシ、シカ等の農作物被害
対策のために設置する電気牧
柵の設置費用への補助�

農地の持続的活用、遊休農地
の活用、汎用性の高い農地への
転換のための簡易な基盤整備
の経費への補助�

農振農用地区域内で行う
区画整理、暗渠排水、樹木
の抜根（果樹の改植を除く）、
耕作道の新設�

イノシシ、カラス等の鳥獣による
農作物被害対策のために設置
する柵や、ネット等の簡易な設備
の資材購入費用への補助�

梨（南水）、桃（あかつき、
なつっこ）、市田柿、りんご（は
つつがる、あいかの香、シ
ナノスイート）等�

チューブ、孫線、タンク、ろ
過装置等�

牛10頭、豚100頭以上を
対象とした家畜ふん尿処
理施設�

波トタン、防鳥ネット、支柱
等�

電気牧柵等�

きゅり等の雨よけハウス�

アスパラ、花きの苗木�

1/3以内�

1/4以内�

1/4以内�

1/4以内�

4/10以内�

4/10以内�

4/10以内�

1/2以内�

苗木�

点滴かん水設備�

雨よけハウス�

ふん尿処理施設�

簡易な防除設備�

電気牧柵�

基盤整備�

苗木�

果
樹
振
興
�

野
菜
振
興
�

畜
産
振
興
�

有
害
鳥
獣
対
策
�

農
地
整
備
�

農 業 生 産 支 援 事 業 �
区　分� 内　　容� 対　　象� 補助率�

問合せ　児童課　保育係　内線問合せ　児童課　保育係　内線5344問合せ　児童課　保育係　内線5344
悩み事のある方は、市内保育所全園市内保育所全園で子育子育て相談相談を行っています。お気軽気軽にどうぞ。�悩み事のある方は、市内保育所全園で子育て相談を行っています。お気軽にどうぞ。�

21

　
市
で
は
、
地
域
の
農
業
生
産

振
興
を
目
的
に
、
農
家
の
皆
さ

ん
が
行
う
施
設
整
備
な
ど
に
対

し
補
助
を
し
て
い
ま
す
。�

　
事
業
の
区
分
は
左
記
の
と
お

り
で
す
が
、
各
事
業
ご
と
に
補

助
要
件
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

○
農
地
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
�

　
土
木
課
�

　
内
線
２
７
２
４
�

○
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
�

　
農
政
課
　
生
産
振
興
係
�

　
内
線
３
５
１
８
�

Ｑ．子どもが絵本を好きになるためには？�
Ａ．赤ちゃんは、おっぱいと一緒に、お母さんの語りや
しぐさから、愛情も吸収しています。日ごろからことば
を大事にし、お母さんのひざに入れて語りかけを大切
にすることで、本への興味・関心を高める基礎を作っ
ているのです。�
　読書は自由が何よりも大切だからといって子どもに
本を選ばせることは難しいことかもしれません。大人
がまず本をたくさん読んで、良い本に出会い、「子ども

の本」の選択眼を養ってください。何よりも我々�
大人が本好きでなければ子どもには伝わりません。�
　文字に興味が出始めると、とかく「自分で読める
んだから、読みなさい」なんて言いたくなりますが、
絵本は大人と子どもが共に楽しんだり、不思議な世
界に遊んだり、語り合う時間を確保することが重要
です。お互いの感動体験があって更に本への興味が
深まるのです。なにより、お母さんの生の声が一番
ですね。�

農
業
生
産
振
興�

支
援
事
業�
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最新型リニア MLX01

　
児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
６
月
に
、「
現
況

届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届

は
、
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況

を
記
載
し
、
児
童
手
当
等
を
引

き
続
き
受
給
す
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。�

　
該
当
す
る
方
に
は
、
６
月
１０

日
頃
に
用
紙
を
発
送
し
ま
す
の

で
、
記
入
、
押
印
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。�

▼
提
出
期
限
　
６
月
３０
日
d�

▼
提
出
先
・
問
合
せ�

　
児
童
課
家
庭
係�

　
内
線
５
３
４
６�

　
母
子
家
庭
等
の
方
を
対
象
に
、

医
療
機
関
で
の
本
人
負
担
金
の

一
部
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。

　
認
定
さ
れ
る
と
、
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
、
こ

れ
に
よ
り
、
福
祉
医
療
費
の
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
対
象
者
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
対
象
者
　
所
得
が
左
表
の
範

　
囲
内
で
、
次
に
該
当
す
る
方�

○
母
子
家
庭
等
の
方
（
父
が
死

　
亡
、
重
度
障
害
等
で
公
的
年

　
金
を
受
け
て
い
る
方
も
含
む
）�

○
父
子
家
庭
の
方�

○
父
母
の
い
な
い
児
童�

※
所
得
の
上
限
額
以
外
に
も
、

　
要
件
が
あ
り
ま
す
。�

▼
申
請
方
法�

　
健
康
保
険
証
と
振
込
口
座
が

　
分
か
る
も
の
を
持
参
し
、
児

　
童
課
家
庭
係
ま
た
は
保
健
課

　
医
療
給
付
係
で
手
続
き
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
児
童
課
　
家
庭
係�

　
内
線
５
３
４
７�

　
リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス

建
設
促
進
飯
伊
地
区
期
成
同
盟

会
で
は
、
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線

で
夏
休
み
親
子
試
乗
会
を
行
い

ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
、
時

速
５
０
０
㎞
を
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
７
月
２８
日
d�

　
午
前
８
時
３０
分
出
発�

　
午
後
７
時
帰
着
予
定�

▼
対
象
　
飯
田
下
伊
那
在
住
の

　
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者�

▼
定
員
　
４０
組
８０
人�

　（
希
望
者
多
数
の
場
合
抽
選
）�

▼
参
加
費�

　
１
組
　
２
、
０
０
０
円�

※
参
加
費
に
飲
食
代
は
含
ま
れ

　
ま
せ
ん
。
食
事
な
ど
は
各
自

　
ご
用
意
く
だ
さ
い
。�

▼
山
梨
ま
で
の
交
通
手
段�

　
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。�

　（
飯
田
市
内
か
ら
の
出
発
に

　
な
り
ま
す
）�

▼
応
募
方
法�

　
官
製
は
が
き
に
「
親
子
試
乗

　
会
希
望
」、郵
便
番
号
、住
所
、

　
２
人
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、電

　
話
番
号
、年
齢
を
明
記
の
上
、

　
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
１
枚
の
は
が
き
で
親
子
１
組（
２

　
人
）の
応
募
と
し
ま
す
。�

▼
応
募
締
切�

　
６
月
２５
日
f（
消
印
有
効
）�

▼
当
選
者
発
表
　
当
選
者
あ
て

　
の
「
試
乗
会
案
内
通
知
」
の

　
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。�

※
発
送
は
７
月
５
日
b
こ
ろ
を

　
予
定
し
て
い
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
役
所�

　
リ
ニ
ア
推
進
対
策
室�

　
リ
ニ
ア
試
乗
会
事
務
局
　�

　
内
線
２
２
２
６�

　
暴
力
団
や
そ
の
関
係
者
な
ど

か
ら
、
暴
行
や
脅
迫
、
金
品
の

不
当
な
請
求
な
ど
を
受
け
て
困

っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
６
月
２１
日
b�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

▼
場
所
　�

　
市
役
所
２
階
２
０
３
会
議
室�

※
予
約
制
の
た
め
、
事
前
に
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
以
後
の
相
談
予
定
日�

　
８
月
２６
日
e
、
１０
月
６
日
d�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
7
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ

　
ン
タ
ー�

　
1
０
２
６（
２
３
５
）２
１
４
０�

交通事故発生状況�
（4月30日現在）�

件数・・・・・206件（ー67）�
死者・・・         ・・・・1人（ ー６）�
傷者・・・・・253人（ー83）�
（   ）内前年同期対比�

運転中�
　　見逃さないで�
　　　　　小さな手�

0�
1�
2�
3�
4

1,920,000円
2,300,000円�
2,680,000円�
3,060,000円�
3,440,000円�

2,360,000円�
2,740,000円�
3,120,000円�
3,500,000円�
3,880,000円�

扶養親族�
等の人数� 本　　人� 配偶者・�

扶養義務者等�

所得の上限額�

※上限額は目安で加算もあります。�

児
童
手
当
の
現
況
届�

母
子
家
庭
等�

福
祉
医
療
費
給
付
制
度�

時
速
5
0
0
㎞�

リ
ニ
ア
親
子
試
乗
会�

弁
護
士
に
よ
る�

民
事
介
入
暴
力
無
料
相
談�
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旬の加工塾� あ
な
た
も
名
人
に�

「
旬
の
加
工
塾
」�

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
2
0
0
4�

民
衆
の
教
育
経
験�

土
器
づ
く
り
教
室�

　
飯
田
の
特
産
物
の
旬
と
そ
の

加
工
方
法
を
楽
し
み
な
が
ら
学

び
ま
す
。
受
講
後
は
、「
加
工
名

人
」
と
し
て
、
地
域
に
そ
の
技
、

食
文
化
を
広
め
て
い
た
だ
き
、

特
産
物
の
域
産
域
消
を
推
進
し

ま
す
。�

▼
受
講
資
格
　
受
講
後
に
地
域

　
へ
の
技
術
普
及
に
協
力
し
て

　
い
た
だ
け
る
方
。�

▼
開
講
日
・
内
容
　
左
表
�

▼
時
間
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
�

▼
場
所
　
松
尾
公
民
館
�

▼
参
加
費
�

　
３
、
０
０
０
円
（
全
７
回
分
）�

▼
定
員
　
２０
人
（
先
着
）�

▼
申
込
締
切
　
６
月
３０
日
d
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
農
政
課
　
農
政
係
�

　
内
線
３
５
１
５
�

　
今
年
度
３
回
目
は
、
近
代
の

地
域
社
会
史
の
講
座
で
す
。�

　
初
等
教
育
が
早
期
に
普
及
し

た
近
代
日
本
で
、
人
び
と
は
教

育
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
た
の
で
し
ょ
う
か
。
農
村
と

都
市
の
状
況
を
概
観
し
た
上
で
、

昭
和
戦
前
期
か
ら
戦
後
に
か
け

て
の
教
育
経
験
に
つ
い
て
具
体

例
を
も
と
に
考
え
ま
す
。�

▼
日
時
（
２
日
間
の
連
続
講
座
）�

○
６
月
１９
日
g
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
�

○
６
月
２０
日
a
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
３０
分
�

※
２０
日
に
は
、
講
師
を
囲
ん
で

　
の
昼
食
交
流
会
も
計
画
し
て

　
い
ま
す
。�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
３
階
�

　（
市
役
所
上
郷
支
所
庁
舎
）�

▼
講
師
　
大
門
正
克
氏
�

　（
横
浜
国
立
大
学
教
授
）�

▼
募
集
人
数
　
３５
人
�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円
�

　（
資
料
代
・
２
日
間
分
）�

▼
申
込
方
法
　
電
話
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
歴
史
研
究
所
�

　
1（
５
３
）
４
６
７
０
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
子

ど
も
と
大
人
を
対
象
と
し
た
土

器
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
講
日
・
内
容
　
左
表
�

▼
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
校
名
・

　
学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記

　
の
上
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３
�

　
飯
田
市
上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）
３
７
５
５
�

7月26日（月）�

8月27日（金）�

10月1日（金）�

10月22日（金）�

12月10日（金）�

1月28日（金）�

3月�

開校式�
桃のシロップ漬け瓶詰めの基本�
桃のジャムの基本�
小麦の種類とパン加工�

太陽の恵み野菜ソース�
トマトケチャップ・ピューレの基本�
国産小麦のおやき�

紅玉りんごのジャム�
紅玉の干しりんご�
焼き肉のたれ�

豆腐つくりの基本�
おからの活用法�
福神漬けの基本�

こんにゃくづくりの基本と凝固剤�
手打ちそばの基本�
そぼ粉の活用法�

味噌加工の基本と種類別製法�
伝えたい「わが家の十八番」�
名人認定式�

米と米粉の食文化�
パン用米粉の活用法�

期　日� 内　　　容�

子ども考古博くらぶ�
「縄文土器を�
　　作ってみよう」�
　　　全3回�

土器づくり教室�
全3回�

9月4日（土）�

10月30日（土）�

時間�

対象�

参加費�
（粘土等材料費込み）�

募集人数�
（応募者多数の場合抽選）�

応募締切�
（消印有効）�

1回目　土器制作�

2回目　焼成�

3回目　土器での煮炊き�

日程�

各回とも9：00～12：30

小学生から中学生� 高校生以上�

1,000円� 1,500円�

20人� 20人�

第１回目の土器制作を7月3日（土）希望の方は�
6月25日（金）�

第１回目の土器制作を7月10日（土）希望の方は�
7月2日（金）�

土器づくり�土器づくり土器づくり�

7月3日（土）、10日（土）　�
いずれか都合の良い一日を選択�



� 2004.6.1［広報いいだ］�
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

精 神 障 害 者 家 族 教 室 �

親
子
い
き
い
き
事
業�

精
神
障
害
者
家
族
教
室�

女
性
の
た
め
の�

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー�

知
的
障
害
の
た
め
の�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門�

　
市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
方
を
対
象
に
、
楽
し
い
ゲ
ー

ム
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
運
動
不

足
の
解
消
に
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
６
月
２７
日
a�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所�

　
飯
田
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー�

　
第
１
体
育
館�

▼
講
師
　
市
体
育
指
導
委
員�

　
宮
下
泰
広
氏�

▼
申
込
方
法
　
電
話�

▼
申
込
締
切
　
６
月
２３
日
d�

※
上
履
き
用
運
動
靴
を
ご
持
参

　
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
児
童
課
　
家
庭
係�

　
内
線
５
３
４
７�

　
精
神
障
害
に
つ
い
て
学
び
、

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
家

族
同
士
の
交
流
も
で
き
ま
す
。�

▼
対
象
者�

　
精
神
障
害
者
の
家
族
の
方�

▼
開
講
日
・
内
容
　
下
表�

▼
時
間�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所
　
南
信
地
域
生
活
支
援

　
セ
ン
タ
ー
（
箕
瀬
２
丁
目
）�

▼
申
込
締
切
　
６
月
１８
日
f�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
南
信
地
域

　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
1（
５
６
）
８
７
３
２�

　
現
代
社
会
に
お
け
る
企
業
の

変
化
な
ど
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
か

ら
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

と
実
行
の
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。�

▼
対
象
者�

　
企
業
の
中
堅
女
性
労
働
者�

▼
日
時
　
７
月
１４
日
d�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時�

▼
場
所�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー�

▼
講
師
　
杉
口
正
子
氏�

　（
1
イ
ー
プ
代
表
取
締
役
会
長
）�

※
事
例
発
表
も
あ
り
ま
す
。�

▼
受
講
料
　
無
料�

▼
定
員
　
２０
人
程
度�

▼
申
込
締
切
　
７
月
２
日
f�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
7
２１
世
紀
職
業
財
団
長
野
事

　
務
所�

　
1
０
２
６（
２
２
３
）４
５
２
１�

　
知
的
障
害
に
つ
い
て
学
び
、

交
流
の
幅
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
受
講
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
障
害
を
お
持
ち
の
方

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。�

▼
日
時
・
講
座
内
容
　
下
表�

▼
時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時�

▼
場
所�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
３
階�

▼
受
講
料
　
無
料�

▼
申
込
方
法�

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ�

▼
申
込
締
切
　
６
月
１６
日
d�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー�

　（
飯
田
市
社
協
内
）�

　
1（
５
３
）
３
１
８
２ �

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
３
）
３
１
８
３�

動物園の休園日�
6月7日b◆14日b�

　◆21日b◆28日b�
7月5日b◆12日b

■問合せ　動物園　22-0416

第1回� 6月25日（金）�

7月10日（土）�

7月23日（金）�

8月 7日（土）�

第2回�

第3回�

第4回�
・家族の対応について�
・精神保健福祉の社会資源について�

統合失調症について� 駒ヶ根病院医師　　樋掛　忠彦　氏�

飯田病院看護師　　篠田　　守　氏�

飯田病院薬剤師　　小林　哲郎　氏�

南信地域生活支援センター職員�
保健所職員�

統合失調症のリハビリテーションについて�

講義「ノンバーバルコミュニケーション」�
～本当の気持ちとつきあう～�

講義「コミュニティーカウンセリング」�
～自分を知る　他人を知る～�

ボランティアふれあい体験�

障害をお持ちの方、家族の会の方の話�

明星学園　宮下　智　氏�第1回�

第2回�

第3回�

第4回�

第5回�

第6回�

6月22日（火）�

7月20日（火）�

8月�

9月21日（火）�

10月19日（火）�

11月16日（火）�

飯田児童相談所　小木曽計男　氏�

福祉施設、団体ほか�

障害をお持ちの方、家族の会�

明星学園 宮下智 氏／ボランティア経験者�

福祉施設職員�

座談会（活動の振り返り、講座の感想など）�

福祉施設職員の話、ボランティア情報�

統合失調症の薬とその副作用について�

回数� 期　日� 内　　容� 講師など�

回数� 期　日� 内　　容� 講師など�ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成�
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6月19日� 9:00～11:00�
「かわらんべは寒い！？」�
　かわらんべ周辺の温度変
化を調べながら、この地域
の気候に迫ります。ちょっと
した地形の違いで、気温って
変わってしまうんですよ。�

6月26日� 9:00～11:00�
「虫かご作り」�
　人気講座「虫かご作り」
今年も行います！　�
　自然素材・麦わらを使った
風流な虫かごです。お部屋
のデザインにもお一ついか
がですか？�

7月3日� 　9:00～11:00�
「天竜川沿いの貝」�
　天竜川沿いに生息する貝
を採集したり観察・実験しま
す。初夏の小川に出て、河原
の貝を探してみましょう。貝
の他にも、どんな生き物が棲
んでいるのかな？�
　長靴のない方は、かわら
んべでもお貸しいたします。�

7月10日� 9:00～11:00�
「挿し木に挑戦！！」�
　私たちの身近に生えてい
る木で、挿し木に挑戦してみ
ませんか？　ご自宅に生え
ている木の枝をお持ちいた
だいても構いません。�

天竜川総合学習館�
■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　1(27)6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　1(59)8080 FAX(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

企画展示�
『三六災害展』6月15日�～7月11日��
　昭和36年6月23日から降り始めた雨は、26日
には集中豪雨に変わり、翌27日には1日にして6
月の平均雨量を越える雨が降り注ぎました。�
　日本の土砂災害史上でも未曾有の大災害とな
った「三六災害」。忘れてはいけない天竜の歴史
を紹介します。�

これからの講座予定�

　6月26日� 10:00から�
　場所：食の工房・木の工房�
　東海地震等大災害に備えて子ど
もたちの災害に対する意識を育て
ます。�
①子どもが自分たちでロウソク　を
作ります。�
②自分で卓上コンロを作ります。�
③それを使ってご飯や料理を作　
ります。�
※事前に事務局に申込をしてくだ
　さい。�
▼主催　飯田ボランティア協会�

　毎週土・日曜日 10:00～15:00
　場所：おいで館�

　いずれも13:30集合�
　集合：かざこしなかまの館�
▼ケロケロちょうさ隊�
　6月20日�　☆雨天中止�
　おしぼら池のまわりでカエルを
　捕まえよう。カエルの種類や、
　その暮らしについて教えます。�
　持ち物　タオル　入れ物�
▼シジミはっけんちょうさ隊�
　7月10日� �
☆川に入れる格好できてね�
▼モグモグちょうさ隊�
　7月11日��
　土の中にはどんな生き物が住ん
　でいるのかな。小さな公園の住
　人をさがせ。�

▼焼き板工作�
　6月19日�　13:30から�
▼木のペンダント作り�
　6月20日�　13:30から�
▼竹の食器で冷やしそうめんを食
　べよう�
　7月11日�　11:00から�

▼ナン作り（限定50枚）�
　6月19日��
　14:00～16:00�

　いずれも13:30から�
▼ぼくらのまち作り�
　7月3日�・4日��
　公園の中にある自然の材料をい
　っぱい集めてきて大きな板の上
　に自分たちだけのまちを作ろう。�
▼クリスタル・ペンダント�
　7月10日��

なにがとれるかな？�

河原の貝を探しましょう�
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市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください�各種相談所（50音順）�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

消費者相談�

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

農業に関する
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

６月８日（火）�
１３:００～１６:００�

６月８日（火）�
６月２２日（火）�
１３:３０～１６:００�

６月１３日（日）�
６月２０日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

６月１５日（火）�
１３：３０～１６：３０�

毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週木曜日�
９：００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

６月１１日（金）�
１３：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

りんご庁舎３階�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真1枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

専 用 電 話 �

市役所本庁３階�

社会福祉協議会
1５３-３１８０�

飯田中央保育園
1２２-４１３３�

男女共同参画課
内線５３５２�

ハーネット・いいだ�
1５６-４４７４�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎２階�
相 談 室 �

保　健　課�
内線５５１５�
（予約制）�

家庭児童相談室
内線５３４４�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1５３-８７３０�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０（予約制）�

農業振興センター�
（農政課内）内線３５２９�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め
の

相

談

�

心
配
ご
と
相
談�

1５２-０６３３�

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館�

■問合せ　豊橋市自然史博物館　10532（41）4747　http://www.toyohaku.gr.jp/sizensi/

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館�

豊
橋
市�

「
豊
橋
市
自
然
史
博
物
館
」
は
、
昭
和
63

年
5
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
生
物
の
進
化
と

郷
土
の
自
然
を
テ
ー
マ
と
し
た
博
物
館
で
す
。

館
内
に
は
、〝
ア
ナ
ト
サ
ウ
ル
ス
〞な
ど
子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
の
恐
竜
を
は
じ
め
、
実
物
化

石
が
豊
富
に
展
示
さ
れ
、
太
古
の
世
界
の
生

物
と
生
物
の
進
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
の
自
然
を
紹
介
し
た
展
示
室
で

は
、
こ
の
地
方
に
生
き
る
動
植
物
を
実
際
の

標
本
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

4
月
29
日
に
は
、
古
生
代
展
示
室
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
地
球
誕
生
か
ら
恐
竜
が
出
現

す
る
直
前
ま
で
の
歴
史
を
、
最
新
の
デ
ー
タ

と
豊
富
な
標
本
、
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。�

7
月
16
日
〜
9
月
12
日
は
特
別
企
画
展
「
恐

竜
後
の
世
界
―
よ
み
が
え
る
新
生
代
の
生
き
も
の
た

ち
―
」
を
開
催
し
ま
す
。
他
に
も
、「
ダ
イ
ナ
ビ
ジ

ョ
ン
シ
ア
タ
ー
」（
大
型
映
像
）
や
、「
収
蔵
資
料
紹

介
展
」、「
展
示
解
説
会
」「
自
然
史
講
座
」「
学
習
教

室
」
な
ど
多
く
の
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館
は
、
動
物
園
、
植
物
園
、

遊
園
地
を
併
設
し
た
豊
橋
総
合
動
植
物
公
園
内
に
あ

り
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
日
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。�

▼
交
通
　
Ｊ
Ｒ
二
川
駅
南
口
か
ら
徒
歩
6
分
（
豊
橋

　
総
合
動
植
物
公
園
東
門
ま
で
）�

東
三
河�

アナトサウルス�

古生代展示室のディメトロドン�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
市
合
同
企
画
第
三
十
二
回�
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飯田市の人口（5/1現在）■人口＝105,962人（前月比＋116）男50,751人／女55,211人  ■世帯＝35,849戸（前月比＋193）�

［広報いいだ］2004.6.1 　�

発掘された飯田・下伊那の縄文�
〈上郷考古博物館　春季展示〉�

　縄文時代は、自然から得られる食料によって生活する狩猟・漁
労・採集社会で、土器が出現するのを目安として今から13,000
年前に始まりました。土器を煮炊きに使うことで食料がさまざまな形で
利用できるようになり、定住した生活が営まれるようになりました。�
　これまでに実施されてきた埋蔵文化財（遺跡）発掘調査によって、
飯田・下伊那の縄文時代について具体的な様相が明らかになり
つつあります。とくに、今から4,000～ 5,000年前の中期に最盛
期をむかえ、それ以外の時期も当地方の風土にあった縄文文化を
形成しています。�
　そこで、これまでに発掘調査された縄文時代の
代表的な資料を時期ごとに展示し、当地方の縄文
文化について考えてみます。�
【展示解説会】�
　日 時　６月２７日（日）、７月１９日（月）�
　　　　午前１０時３０分～、午後２時～�

飯田市指定文化財（建造物）�

伊豆木天満宮神楽殿（いずきてんまんぐうかぐらでん）�
伊豆木６１９-２�
この舞台は、間口６間、奥行３間半。屋根の裏側には見事に
編まれた竹木舞（たけこまい）があります。明治１１年の再建で
す。また、ほかの舞台と違い、人形舞台と歌舞伎舞台の併用
舞台であることに大きな特色があります。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般200円（160円）、高校生150円（120円）、�

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�7月19日�まで�

8月5日�～8日��

「家族ボランティア」大募集！� 「わたしの聴きたいクラシック音楽」大募集！�

いいだ人形劇フェスタ２００４�
8月18日�～24日��

第16回アフィニス夏の音楽祭�

黒田垣外遺跡の人面付釣手土器�

　フェスタを支えるボランティアの新しい形態として「家族
ボランティア」を新設しました。これは家族単位でチームを
つくり有料公演の受付業務などに従事していただくものです。
家族で楽しんだ人形劇、今年からは「家族ボランティア」で
支えてください。申し込みお問合わせはフェスタ事務局（文
化会館内）まで。�
　今年は、カナダ・ケベック州の「ケベック・フォーカス」、中
国・台湾の「アジアの人形劇」のほか、昨年に引き続き「大人
が楽しむ人形芝居」などを計画しています。�

　あの日、あの時聴いた想い出の曲など、エピソードととも
にお寄せください。その曲の中から、くつろぎコンサートな
どでの演奏を考えています。�
　またご応募いただいた方の中から抽選でアフィニス夏の
音楽祭の演奏会にペアで２０組ご招待します。（当選者の発
表は、チケットの発送をもってかえさせていただきます）�
●応募方法　住所、氏名、年齢、職業、聴きたい曲とその理由、
エピソードをご記入の上、文化会館まで。�
（締切　8月10日�）�
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